
教 育 に お けるマル チメデ ィア とネ ッ トワー クの活 用

水 野 り か

1は じ め に

高 等 教 育 に お け る マ ル チ メ デ ィ ア 活 用 の 必 要 性 と意 義 が 唱 え られ 始 め て か ら久 しい

(文 部 省,1996)。 ま た,昨 今 の イ ン タ ー ネ ッ ト環 境 の 整 備 の 早 さ と充 実 度 に は 目を 見 張

る も の が あ る 。こ う した 中,大 学 の マ ル チ メ デ ィ ア 環 境 や ネ ッ トワー ク環 境 も年 々 拡 充 ・

整 備 され て き て お り,特 に 中部 大 学 で は,ほ とん どの 講 義 室 に プ ロ ジ ェ ク タ が 設 置 され,

種 々 の メ デ ィ ア を 呈 示 しな が らの 講 義 が 可 能 とな っ て い る。

本 論 文 で は,こ う した 現 有 設 備 を 最 大 限 に 活 か して 効 果 的 な教 育 を 行 うべ く4心 理 学

科 で 行 っ た マ ル チ メ デ ィ ア とネ ッ トワー ク を 活 用 した 教 育 実 践 と試 み に つ い て 紹 介 す る

と と も に,こ う した 教 育 に対 す る 学 生 の 意 識 調 査 を 行 っ た 結 果 を 報 告 す る。

2画 像 世 代 と 教 育

前 任 校 で あ る 信 州 大 学 は,松 本,長 野,上 田,伊 那 に5つ の キ ャ ン パ ス が 点 在 す る と

い う物 理 的 問 題 を 抱 え て い た 。 そ して こ の 対 策 と して,7.5GHz帯 の デ ジ タル ・マ イ ク ロ

波 で キ ャ ンパ ス 間 を 結 び,画 像 情 報 の み な らず 音 声 情 報 を迅 速 か つ 容 易 に相 互 通 信 す る

こ との で き るネ ッ トワー ク ・システム(SUNS:ShinshuUniversityNetworkSystem)が

開 発 され,そ の 結 果,キ ャ ンパ ス 問 の 心 理 的 距 離 は 大 幅 に短 縮 され た 。 ま た,こ れ に伴

い,各 キ ャ ンパ ス の 数 多 くの 遠 隔 講 義 室 に,受 信 した 画 像 を 映 し出 す た め の 大 型 マ ル チ

ス ク リー ン が 配 備 され た 。

そ れ らの 遠 隔 講i義 室 は 無 論,SUNSを 用 い た 遠 隔 講i義 だ け で な く,通 常 の 講i義 に も

用 い られ る。 しか しな が ら,通 常 の 講 義 で は せ っ か く の マ ル チ ス ク リー ン が あ ま り活 用

され ず,単 な る教 材 提 示 装 置 と して 用 い られ る 程 度 だ っ た 。

そ こで 筆 者 は,こ の マ ル チ ス ク リー ン を活 用 して 教 育 効 果 を 上 げ る べ く,マ ル チ メデ

ィ ア教 材 ・Web教 材 を作 成 し,こ れ らを 利 用 し た 講 義 を行 つ て き た 。 そ う した 教 材 は,

無 論,中 部 大 学 の プ ロ ジ ェ ク タ の 配 備 され た 講 義 室 で も利 用 可 能 で あ る 。

そ こで 本 節 で は,そ の講 義 に 対 す る信 州 大 学 の 学 生 の 評価 ア ン ケ ー トの 分 析 結 果 を 紹

介 し,学 生 が マ ル チ メ デ ィ ア や ネ ッ トワー ク を活 用 した 講 義 に,い か に 肯 定 的 で 積 極 的

で あ つ た か を 報 告 す る と と もに,本 学 で も こ う し た 教 材 を 活 用 す べ き だ と考 え た 根 拠 を

示 した い 。

2.1マ ル チ ス ク リー ン とPCを 活 用 した 講 義 の 評 価 ア ン ケ-ト の 分 析 結 果

そ の 講 義 で は,マ ル チ ス ク リー ン に,1.画 像 を動 か し た り音 声 を つ け た りで き る マ
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ルチメテイア・プレゼンテーション・ソフト（Microsoft社製PowerPoint）を用いてスラ

イド画像・音声を呈示したり，2．講義室からホームページに用意した自作の心理実験

プログラムにアクセスして実験画面を呈示し，履修生全員でそれを見ながら集団実験演

習を行ったり，誰かを指名して個人実験を行い，その様子を全員で観察した後，ディス

カッションを行う，等の工夫を行った。

 この講義に対する年末の講義評価アンケートの分析結果をFig．1に示す。これを見る

とわかるように，学生は，マルチスクリーンにパソコンで教材を呈示したこと（項目2）

について，極めて肯定的であった。細かい記述を見てみると，学生は，黒板に書かれる

手書きの字を見るよりも読みやすいこと，図がきれいなこと，図が動くこと，音が聞け

ること，等に特に引きつけられたようである。そしてこれは，最近の学生が，TV，ビ

デオ，インターネット，アニメ，等に親しんでいる画像世代の若者であることを反映し

ているのではないかと考えられた。

 また，ホームページに用意した実験制御プログラムにアクセスして講義中に実験を体

験したことによって（項目3），講義への参加意識が高まり（項目4），理解も深まったよ

うだ（項目7）。講義に対する要望の自一由記述の中にも，このやり方はわかりやすく楽し

いので，もっと全員参加の実験を増やしてほしいという意見が目立った。

 最も興味深かったのは，ディスカッションヘの肯定的反応である（項目5）。こうした

反応は通常の講義での学生の反応とは異なる。通常の講義では学生はディスカッション

を嫌い，積極的に参加しようとしない傾向がある。今回のアンケートでこうした意見が

認められたことは，通常の講義で学生がディスカッションに参加しないのはディスカッ

            人教（89名中）

     1、興味深い内容

    2．パソコン画面の提示

   3．実験を取り入れたところ

   4．参加できる請業だった点

     5．ディスカッション

6．新しい分野の最新の知識が得られた

   7．説明がわかりやすかった

 8．教官の人柄，熱意．親しみやすさ

      9．様々な工夫

 10．学生の意見を取り入れるところ

11．議業の最初に前回の復習をするところ

12．新しい視点で物事を考えさせられたこと

 13．専門的知鐵・学説も解脱したこと

      14．楽しかった

 15．’パソコンの便利さがよくわかった
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Fig．1．マルチメディア教材を用いた講義の評価アンケートの分析結果（水野・藤田，2002）
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ションを好まないからではなく，与えられたテーマに対する問題意識が希薄で十分な議

論ができないといった，他の理由のためであることを示唆しているのではないかと考え

た。この講義でのように，実験を視覚的に体験し，問題意識が明白になると，ディスカ

ッションに積極的に参加し．それを楽しむこと屯できるのである。

2．2マルチメディア教材利用の原状と問題点

 この研究結果が示すように，最近の学生はマルチメディア教材に対して極めて肯定的

な，いわば，画像世代，ビジュアルー1上代とも呼ぶべき世代に属しているのではないかと

考えられる。そのような学生には，マルチメディア教材の手1」用は一層有効である可能性

が高い。先の文部省の高等教育調査協力者会議の報告書にも，マルチメディア教材の利

用は，学生の関心・能力に応じた個人学習を助け，自発的な学習意欲を喚起し，理解を

促進する等，数多くのメリットを有すると述べられている1文部省，1996〕。また，水

野・大下（2000）は，マルチメディア型のCAIを利用した講義を行い，その評価アンケ

ートで，r教材が動くのがおむしろい」，r教材がきれいで関心が持てる」，r音が聞こえ

るのが楽しい」等，動画や音声への関心の高さを示すような回答が多く，教育効果も高

いことを明らかにしている。

 このように効果的なマルチメディア教材であるが．現在大学でどの程度利用されてい

るのかを調べてみた白Fig．2は，1999年から2001年にかけてのメディア教育開発センタ

ーによる全国の高等教育機関のマルチメディア教材の利用実態調査結果の一部をまとめ

たものである（メディア教育開発センター，吉田、2001；吉閏・田口，2002a，2002b〕。

この調査では、「よく行われている」．「ある程度行われている」、「あまり行われていな

い」，「ほとんど行われていない」の4件法で回答が求められたが，ここでは．その回

答のうちの，『よく行われている」と「ある程度行われている」を加えた比率を，国立．

    マルチメチィア徴材の作成
、
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Fig・2・マルチメディアの利用実態（メディア教育開発センター調べ，吉田、2001；吉田・田口，2002叫

2002b）
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公立，私立大学で比較してみた。

 左のマルチメディア教材の作成率を見ると，その作成率は全般的にあまり高くないよ

うだ。また，国立大学の作成率が徐々に増加しているのに対し，公立大学は伸びず，私

立大学では，昨年になってやっと3年前の国立大学のレベルに達したに過ぎないことが

わかる。また，右のパソコンによるプレゼンテーションの禾1」用率の図を見ると，その利

用率は全般的に高いが，私立大学が他に比べて顕著に低＜，その伸び率屯，昨年度こそ

かなり増加しているが，あまり高くないことがわかる。

 マルチメディア教材の利用率があまり伸びないことの原因として，このアンケートの

回答で上位を占めていたのは，1．特定の者に負担がかかる（94．7％〕，2、機器設備の導入費

用がかかる（93．5％〕，3．支援スタッフが不足している（90．2％〕、41機器設備の維持費用

がかかる（87．2％），5．機器設備の数が不十分，6．教材の準備に時間がかかる，7．利用

できる教材が不足している（74．O％），8、教員のメディア活用能力が低い（63．4荒），等で

ある皿

 国立大学のマルチメディア教材やプレゼンテーションの利用率，及び．その上昇率が

公立・私立大学より屯高いのは，かなりの額の様々な教育推進経費が定期・不定期に支

給されるため，機器設備の導入や維持が容易なためなのかもしれない。しかし，中部大

学には，ある程度の機器設備は既に整っているため，全般的には他の私立大学よりは利

用率は高いと思われる。ただし，人文学部などは，工学部などとは異なり，コンピュー

タを利用すること自体が専門とは大きく異なるため，特に技術面などの情報が著しく不

足している可能性は否めない。Fig．3を見るとわかるように，一般に，マルチメディア
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Fig．3．4年制大学の教員に対するマルチメディア利用のための教育・研修の実施状況
一「充分に行っている」と回答した割合一（メディア教育開発センター調ぺ，吉田・
困口，2001〕．
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利用のための研修や情報交換の機会は，特に人文系の学部では著しく少ない。逆に，こ

うした情報が人文系の教員にも十分与えられれば，’設備の整った中部大学では，人文系

の教員による現有機器設備の活用が推進される可能性がある。

 また，時間と労力をかけて作ったマルチメディア教材が，本当に教育効果を高めるの

か否か，あるいは，高めたのか否かという最も重要な問題については，先のメディア教

育開発センターの報告書でも触れられていない。学生も，特に人文系では工学系の学生

に比べてコンピュータ等への関心が低いため，たとえこうした教材を活用したとしても，

必ずしも教育効果が高まらないのでは辛いかという懸念もあろう。

 そこで，本研究では，こうした考え方に基づき，3節でビデオを組み込んだ簡単なマ

ルチメディア教材の作り方を紹介するとともに，4節でそうした教材を利用した講義に

対する人文学部心理学科の学生の評価アンケートの分析結果を報告し，マルチメディア

教材の活用が人文系の学生でも有効である可能性を示したいと考えた。

3ビデオを組み込んだマルチメディア教材の制作

 中部大学の講義室のプロジェクタでは，スクリーンにパソコンのマルチメディア教材

の動画・音声を呈示したり，ビデオ画像を呈示したりすることはできる。しかし，残念

ながら，パソコン画面とビデオ画像を同時に呈示することはできない。

 パソコン画面をビデオに切り替えるのは煩雑であり，しかも，授業の流れを止めてし

まう。また，たとえパソコン画面とビデオを同時に呈示することができたとしても，ビ

デオの中の見せたい部分を即座に選んだり，一部だけ呈示することは，極めて難しい。

 そこで，この対策として，プレゼンテーション・ソフト（Micorsoft社製PowerPoint）

にビデオ教材を組み込み，両者を1つの教材にまとめることを考えた。

 プレゼンテーション・ソフトにビデオを組み込むことは，非常に容易にできる。問題

は，ビデオ教材のデジタル化である。これまでのビデオ教材は，大抵が，教育テレビ等

を録画したアナログ・ビデオか，市販gアナログ・ビデオである。したがって，これを

ソフトに組み込むには，デジタル化する必要がある。

 その方法はいくつかあるが，最も簡便で機種に依存しない方法は（機種によっては，

TVチューナ内蔵で，しかも，TV画像をデジタルに変換して保存できるものもある），

アナログ・ビデオをA／D（ana1og－to－digita1〉コンバータでデジタル変換して保存する方

法である。この方法ならば，新たに必要な機材は3万円前後のA／Dコンバータだけで済み，

パソコンの機種にも依存しない。しかも，従来のビデオ教材や資料を無駄にすることな

く，そのまま受け継ぐことができる。

 この変換は非常に簡単に行えるが，特に人文系の教員にはあまりなじみがない。そこ

で筆者は，本年度から実施している心理コロキウムという心理学や教育方法の研究会の

第1回でその方法を簡単に紹介した。しかしながら，必ずしもこの時間に参加できる教

員ばかりとは限らないことや，時間が限られていたこともあり，十分かつ詳細な説明を

一187一



行うことができなかった。

 そこで．こうした試みを行ってみたいとお考えの教員の方々の参考になればと考え，

本論文にその詳細を記すことにした。

3．1アナログ・ビ手オのデジタル変換

 必要な機材はパソコン，VTR再生装置，そして，＾ノDコンバータであり，パソコン

側に特に必要な条件は，lEEE1394の入力端子があることだけである。＾ノDコンバータに

はいろいろなものがあるが，筆者は画像関係で定評のあるカノープスのADVC－100を用い

た（Fig，4）。ソフトウエアとしては，画像を取り込むためのビデオ・キャップチャ・ソ

フトが必要である。これむ数多くあるが．筆者はSonyのVaioに標準搭載されていたDVga

te”oti㎝というソフトを用いた（Fig．5）。これは本来，1朋E1394端子に接続されたデ

ジタル・ビデオ・デッキを制御し，再生された画像を見ながら取り込むことのできるソ

フトであるが，一服E1394端子に＾ノDコンバータを接続してアナログ・ビデオ・デッキを

っないでも、ビデオ・デッキの制御はできないが画像は取り込むことができる。

∴へ

1厄EEケーブル
映標・音真ケ ブル

パソコン

／

A皿コンパ→ アナログ・ビデオ・チッキ

Pig．4．ADコンバータ （0㎜opus，ADVC・100〕と接続図
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 取り込んだ画像は、ソフトによっては＾V一形式（～、avi：＾udio Video still I皿ages）

でしか保存できないもの，MPEG形式（～、叩9，～．皿peg：㎜㎝i㎎Picmre Experts Gro叩）

で保存できるもの等，様々である。筆者の使用していたソフトは＾V1形式でしか保存で

きなかったため．フリーソフトであるT㎜PCEnc（Ts㎜ani㎜P巨G Encoderの略．Fig．6）

をダウンロードし（U肌止⊥〕，プレゼンテーション・
ソフトに組み込む㎜PE0形式のファイルに変換した（ただし，㎜V形式（～．㎜vl｝indows

阯edia Video〕のファイルでも組み込むことができる）。

 ［……111、．jL上．一LP」

4日三〕．一 二Σコ
 ［二…］こ一一1’一一I一＝L二≡二］

Fig．5。 ビデオ・キャップチャ・ソフト（DVga量eMoti㎝）

Fig．6． ファイル形式変換ソフト（TMmE皿。〕
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3．2旦示管所のトリミング

 ビデオをすべて呈示したい場合は，やはりVTRに切り替えた方がよい。プレゼンテ

ーションに組み込むぺきなのは，動画で見た方が理解が深まる事項を教えるための部分

的なビデオや，実験場面等の比較的短時間のビデオである。そしてそうするためには，

凹Pεc形式のファイルから．呈示すべき箇所を切り取らねばならない。

 そのためのソフトは極めて高価なものから安価なものまで幅広く市販されているが，

著者は，購入したDVDライターに添付されていた、Power Direotor（Cyb8r1ink社製）

というソフトを利用した。幸いこのソフトは，素材となる阯PECファイルを読み込んでモ

ニタで再生させたり，モニタを見ながら特定の箇所だけ切り取る，つまり，トリミング

することができる，非常に使い勝手の良いソフトであった（Fig．7〕。

落

Fi＆7、トリミングのためのソフト（Pow町Dir蝕。r）

3．3 Po■○・’Poiotへωビデヨ■一の編入と畳示

 PowerPointにビデオ（㎜PEGファイル〕を組み込むのは極めて簡単で，r挿入」→rビデ

オとサウンド」→「ファイルからビデオ」で貼り付けることができる（Fi匡．8）。後は、

プレゼンテーションの最中に画像をクリックして動画を再生させれぱよい（rig．9）。

 ただし，ノートパソコンを講義室のプロジェクタにつないで使用する場合，多くの機

種で，ノートパソコンの画面では動画が見えても，スクリーンに映し出された画面では

動画が見えないという間圏が生じる。これは．一部のビデオ・カードが動画の二重再生

に対応していないためのようである（静止画は問題ない）。この場合は、1〕画像出力

を外部モニタ出力だけにするか（通常Fn・キーとファンクション・キーの1つ（機種依

存）を同時に押して切り替える）、2〕デスクトップで右クリックすると現れる画面の
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Fig．8．POWerPOinlへのビデオの挿入

一・ A
 一」・．ム’

Fig．9．ビデオを組み込んだPowerPoint教材画面の側

プロパティの設定画面（Fig．1O〕で，2番のプロジェクタ側のセカンダリ・モニタをク

リックしてアクティブにした上で，その下の丁このデバイスを～」にチェックを入れた

後，r適用」をクリックすることでプライマリ・モニタに変更し，ノートパソコンのモ

ニタではなく学生に見せる外部モニタにだけ動画が呈示できるようにすればよい。ただ

し，いずれの場合も，スクリーンを見ながら動画を確認するという不便は免れない。
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Fig．10．セカンダリ・モニタのプライマリ・モニタヘの切り替え

4 ビデオを載り込んだマルチメディア徴材を用いた腕8の学生諌価

 学習心理学＾では，すべての教材をP㎝erPointで作成し，文字に屯画像にも，1．動き，

2、音を加えた。また，1．動画で解説した方がわかりやすい事項，2．実験状況，につ

いては，3節で述べた方法で作成したビデオ画像をP㎝erPointに組み込んで解説した。

そして，前期が終わる直前の7月第1週に，この形式の講義に対する学生評価を調べる調

査を行った。

4．1調査方法

 被験者 調査に協力してくれたのは，学習心理学Aを履修している心理学科1年生79

名中59名とコミュニケーション学科1年生1名と，コミュニケーション学科3年生の聴

講生1名の言十61名であった。

 調査項目 水野・大下（2000）の調査項目．及び，水野・藤田（2002）で得られた学生評

価の自由記述を参考に，肯定的項目14，否定的項目14の，計28項目（Tab1e l〕を作成し，

r全然そう思わない（1点）」からr非常にそう思う（5点）」までの5件法で評定させた。

また，最後に，感想や気づいた点を自由記述する欄を設けた。
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Tab1G1調査項目（  否定的項目）

1 特に動画が見える必要はない。

2 音が聞こえると注意が喚起されてよい。

3 板脅の方がよい。

4 動画が提示されると興味が引かれる。

5 文字や面像をいちいち動かす必要はないと思う。

6 板書より興味が引かれる。

7 実験等が体験できるところがよい。

8 同じような画面ばかりで飽きてきた。

9 ビデオが組み込まれていると興味が引かれる。

10 教材に音など必要ない。

11 講義がスムーズに進行するのがよい。

12 室内が鰭くなるので眠くなる。

13 カラー図版が提示されるところがよい。

14 スクリーンの方が黒板より見やすい。

15 室内を暗くしないと見えないgでノートが取りにくし、o

16 こういう講義をどんどん行ってほしい凸

・17 スクリーンで黒板中央が隠れるので黒板の端の方に板書されるのが困る。

18 ビデオが教材に入っていてもおもしろ＜ない。

19 文字がきれいで見やすいところがよい。

20 スクリーンが見にくいので手元に画面があればよいと思う。

21 資料はプリントで配られた方がよい。

22 文字や画像が動くので輿昧が引かれる。

23 画面が切り替わってしまうので講義の流れがつかみにくい。

24 音が聞こえると楽しい。

25 画面が早く切り替わるので箸き写す時間が十分ない。

26 大切なことが整理して書かれているのでわかりやすい。

27 前の教材も残る極害の方が全体が把握しやすい。

28 本の一部など資料が大きく画面に掲示されるのがよい。

29 その他，授業全般について何か気づいたこと，良かったこと，悪かったこと，

�]等があれば．誓いてください。今後の授業の参考にします。

42調査結真

 平均値が高いものから順に並べ替えた結果をTab1e2に示す。これを見ると，全体に

肯定的項目の評定値が高く，否定的項目の評定値が低く，学生がマルチメディア教材を

用いたこの講義方法に極めて肯定的であったことがわかる。

 否定的項目で評定値の高かった21と20は，マルチメディアを用いた講義自体を否定す

るものではなく，細かい資料はフリントで配付してほしいこと．スクリーンがもっと見

やすいとよいと考えていることを示している。
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丁副blo2各項目の評定の平均値（標準偏差：∫D〕

〔平均値の降順に並べ替え．  ：否定的項目〕

平均 ｛SD〕
19 文字がきれいで見やすいところがよい。 4．43 （O．70〕

26 大切なことが整理して■かれているのでわかりやすい。 4．31 （O．79〕

13 カラー図版が提示されるところがよい。 4．23 （O．82〕

21 資料はプリントで配られた方がよい。 4．20 （1．03〕

2 音が聞こえると注意が喚起されてよい。 4．14 （o．99）

20 スクリーンが見にくいので手元に画面があればよいと思九 4．10 （1．08）

9 ビデオが組み込まれていると興味が引かれる。 4．08 （O．94）

11
講義がスムーズに進行するのがよい。 4．08 （O．95〕

4 動画が提示されると興味が引かれる。 4．03 （O．87〕

16 こういう講義をどんどん行ってほしい。 4．02 （O．93〕

22 文字や画像が動くので輿昧が引かれる。 3．97 （O．93〕

6 板書より興味が引かれる。 3．92 ｛O．90〕

14 スクリーンの方が黒板より見やすい。 3．90 （1．15〕

28 本の一部など資料が大きく画画に提示されるのがよい。 3．85 （O．90〕

7 実験等が体験できるところがよい。 3．78 （O．98）

24 音が聞こえると楽しい。 3．74 （O．96）

25 面面が早く切り替わるので■き写す時間が十分ない。 3．69 （1．22）

17 ズク1」一ンで黒板中央が隠れるので黒板の端の方に板■されるのが困る。 3，23 （1．22）

27 前の教材も残る板書の方グ全体が把握しやすい。 3．15 （1．05）

15 室内を暗くしないと見えないのでノートが取りにくい。 3．03 （1．34）

23 画面が切り替わってしまうので講義の流れがつかみにくい。 2．92 （1．07〕

12 室内が暗くなるので眠くなる。 2．39 ｛1．27〕

5 文字や国債をいちいち動かす必要はないと思う。 2．31 （O．92）

3 板量の方がよい。 2．21 （1．08〕

8 同じような画面ばかりで飽きてきた。 2．15 （O．93〕

1 特に動画が見える必要はない。 1．98 ｛1．07〕

18 ビデオが教材に入っていてもおもしろくない。 1．98 ｛O．81〕

10 教材に音など必要ない。 1．92 （O．74）

 ただし，前者は講義では実施していることであり，いわば，それを肯定していると考

えることができる。後者は、最後の29番の自由記述の内容を議しく調べた結果、文字の

大きさよりもむしろ、プロジェクタの輝度が低くてスクリーンが見にくかったためであ

ることがわかった。実際，否定的項目の15番『室内を暗くしないと見えないのでノート

が取りにくい」の評定平均値は，低得点とは言え中央値である3点｛どちらとも言えな

い〕以上である。両者を考え併せると，できればプロジェクタの輝度をもう少し高めて，

教室をできるだけ暗くしないで済むようにしていただけれぱと思う。
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 以上のように，学生はカラー．音．ビデオ，動画．等々に非常に肯定的で、マルチメ

ディア教材を用いた講義が増えれぱいいと考えていることがわかった。

 こうした教材の準備には手間と時間がかかる。しかし，これほど肯定的に受け止めら

れている以上，やはり今後も積極的にマルチメディア教材を作成・活用していくべきだ

と考えているし，また，より多くの講義でこうした教材が用いられることを期待したい。

5 時空を超えた1ボーダーレスな教育環境の構美

 昨今のインターネット環境の充実は目覚ましく，その教育での活用可能性は無限大で

あると言っても過言ではない。2．2で述べたマルチメディア型のC＾1も（水野・大下、20

00），実はインターネットを介して提供されたものであり，学生はいつでも，どこでむ，

このC＾1を利用することができる。Fig，11には，過去3年間の、4年生大学でインターネ

ットによる教材提供が行われた比率を示す1メディア教育開発センター吉田，2001；吉

岡・田口，2002a，2002b〕。このようにたった3年で，行われている比率が大幅に増加し，

行われていない比率が大幅に減少したこと也，その用途が幅広く，かっ，極めて有用で

あることを示唆していると考えられる。

 インターネットが特に有用なのは，時空を超えたボーダーレスな教育環境を提供する

ことができる点にある。これにより，大学と地域を結んだ生涯教育，大学と企業を結ん

だ研究協力や各種研修だけでなく，大挙から離れた所にいる学生の教育も可能となる。

実際、信州大学工学部の情報工学科は2001年度にインターネット大挙院を開設し，遠隔

地に住む、時間的制約の多い社会人大学院生を数多く受け入れている。

 これを可能にしたのは，ストリーミングの技術である由

 そこで，本節ではまず，この技術について簡単に解説し．この技術を利用する極めて

簡便な方法を紹介する。

1999年 2000年 2001年

Fig．ll． rインターネットによる教材の提供」状況に関する過去3年間の調査結果（メディア教

育開発センター調べ1吉田、200i；吉田・田口，2002a，20020〕
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Fig．12．ストリーミングを利用したライブ・カメラによる遠隔講義やビデオ図書館

5．1ストリーミングとは

 ストリーミングとは，動画や音声などのデータをダウンロードしながら同時に再生す

る技術で，ライブ・カメラの映像配信やビデオ図書館などに利用されている（Fig．12〕。

以前の技術では，すべてのファイルをダウンロードしてから再生する必要があったため，

ダウンロードに時間がかかったり，不要な箇所までダウンロードするという無駄があっ

た。しかし，ストリーミングなら，必要な箇所だけ再生したり，見たいところまで巻き

戻したりといったことが簡単にできるため，極めて効率がよい。この技術のおかげで，

皿ebを介したビデオ配信が実用に足るものとなり，講義や講演などのビデオ画像がイン

ターネットを介して，いつでも誰でもどこからでも利用できるようになった。

 ストリーミングをするためには，少し前までは専用のストリーミング・サーバやエン

コーダ、VOD（Video㎝D6皿and〕サーバが必要であった。今でも，インターネット大学院

やビデオ図書館のように、非常に多くの種類の長いビデオ画像を，鮮明かつ迅速に多く

の利用者に提供するためには，専用の装置が必要となってくる。しかし，ごく一般的な

教育利用なら，無料で入手できるストリーミング・ソフトとエンコード・ソフト，そし

て，ごく普通のパーソナル・コンピュータとLi口ux等で構築された安価なWebサーバがあ

れば充分であり，簡単に運用することができる。

 そこで次に，その簡単にできるストリーミングの方法を解説する。

5．20集にできるストリーミングの方法

 ストリーミング・ビデオの作成・再生ソフトには，Windows M6dia P1ayer（㎜iorosoft）．

QuickTine（＾pple〕．R8al Syste阯（Rea1Netmrks〕等，様々なものがある。ここでは
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のうち，最ちOSに依存しないReal Syst帥の使い方を紹介する。

 5，2．1 必1な一’フ ト

 必要なソフトは．1〕ストリーム・ビデオを閲覧するためのソフトと，2）デジタル化

されたビデオファイルをストリーム・ビデオに変換するエンコード・ソフトである。Re

al Syst㎝のソフト名は下記の通りで，2つとも下記のuRLから無料でダウンロードする

ことができるので，これらを入手してインストールしておく。

 1〕Rea1PlayerBasiclURL：httPl〃ww．rea1．co皿ノP1ayer／index．html？1日㎎・jp）

 2）R・・lSyste皿P・od・o・・B日日io（URL1http：〃ww．realnetworks．co皿ノProducts／Pro

ducer／basic．ht皿1）

 5．2．2エンコードの手○き

 まず，上の2）Rea1Syste聞Prod凹㏄r Basicを起動して、3．1で解説した方法でアナロ

グ・ビデオを変換した＾vlファイルやデジタル・ビデオ・カメラなどから直接取り入れ

た州Iファイルを，左下のST＾RTボタンをクリックしてR凹形式（～．川：旧ea1此di刮．）のス

トリーム・ビデオ・ファイルに変換，つまり，エンコードする（Fig．13）。

舳㎞［＝］⊆璽コ」

 ■
止’o㎞●■

’

rig，13，R朗1Sys－emhd皿岨B肥ioのエンコード面面
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 5．2．31｛べ一ジを作畳する

 次に．このファイルを脆bで配信可能なHT㎜Lファイル（Hyp8r Text㎜ar㎞p Languag6〕

に埋め込むわけだが．これも．このRoa1Syste皿Producer Basicのメニューから’T㎝1s’

→’ breate脆b Page’を選択することで簡単に行うことができる（Fig，14）。

 5．2．41211σ，筆1・を、Fる

 最後に，このHT㎜LファイルとR阯形式のファイルを刊ebサーバにFTP（ファイル転送）し，

配信の準備をする。この手続も．RealSyste皿Producer Basicのメニューから’Too1s＾→’Pub1ish

WobP日ge”を選択して指示に従っていくだけで簡単に行うことができる〔Fig．15）。

 意外と知られていないのが，FTP以外の方法でサーバにアップロードした場合の配信

準備の仕方である。配信準備は必ずしむRea1Producer Basicで行う必要はない。必要

なことは，HT㎜L，R㎜形式のファイルをlebサーバにコピーすることと．その旧㎜形式のフ

ァイルの保存場所を指定するR川形式のファイルの内容を書き換え，このRP㎜ファイルを

脆bサーバにコピーしてやることだけである。

 コピーはどのような方法で行ってもよい。保存場所を指定するRP㎜形式のファイルは．

実は，5．2，3でHT肌ファイルを作成した時に同時に作成されており、その時点でR㎜ファ

イルがあった場所が書かれている。これをUebサーバのURLとR｝ファイルを保存したディ

レクトリ名に書き換えた．1二で（Fig．16〕，ファイルもπebサーバの同じ場所にコピーして

やれぱよい。

P祀岬㎞舳甲麗。一．

帥1㎞舳P縦一一．

S“＾3亘一帖iL．

Fig．14．Webぺ一ジの作成

  Φ一㎞s ㎞b

Cr1oねW｛P麗。．．．

片剴㎞帖P竈。．．．

S01d＾s E一帖11．．．

Fig．15．配信の準備
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Dθli－6国＾   8o辿
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Pig．16．RMファイルの保存箇所指定の変更

5．3心理掌科でのストリーミング活用例

 ネットワークを介した講義は，本年度9月の実験棟完成以降になるため，心理学科の

サーバから教材を配信するのは9月以降となる。現在は，5月に行われた新1年生の恵

那オリエンテーションの様子をストリーミングし（Fig．17〕，学生の好評を博している。

互ル里登里．＿暫Ψ＿三2z吐．．竺F麗竺塾M型．＿一一．．．．．＿．．＿．＿．一．一．＿一＿．一．．一＿．．．．＿．．＿一．．

 £㌣基怠．丘ぷ．．、肩砧、」隻

111寸如→● ”商σo舳
   1I一…凹且次、r一亙蝕阻■’I匝囲一1」フボこ丁

            州一側

資一一’

晦．17。心理学科でのストリーミング活用例
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 実験棟完成の9月以降は，各種教材，実験制御プログラム，マルチメディア型CAIを

掲載するとともに，この方法で，心理コロキウムや講演などのビデオ画像をストリーム

配信し，教育に役立てる予定である。

6おわりに
 心理学科は今年度開設された，新しい学科である。その特色は，一部の心理学に偏る

ことなく，満遍なくしっかりとした心理学の知識を学生に与えることができるカリキュ

ラムが組まれていることである。心理学科の学部教育の当面の目標は，心理学の幅広い

知識と人間行動を客観的に分析できるような技術を育成すること，それと同時に，現在

のI T社会が文科系学生にも求めるようなI Tの基本的な知識と技術，いわゆる，I T

リテラシーを心理学を学習する中で実践的かつ確実に習得させ，心理学とITの双方に

詳しい，即戦力となるような優れた人材を社会に送り出すことだと考えている。

 情報端子のある，講義もできるデータ分析室が9月に完成する。よって今後は，以上

の試みに加え，インターネットを介した教材提供，Webサーバに保存した実験制御プロ

グラムの利用，Webを介した調査方法等の研究方法の指導など，ネットワークを活用レ

たさらなる試みを行い，その教育効果を調べるとともに，学生には，こうした技術に触

れながら心理学を学習させる中で，幅広いITの知識を習得させたいと考えている。
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